
（８）防災対策について



•洪水のリスク
•新・洪水ハザードマップ
•洪水からの避難
•災害時の情報の入手

本日お話しする内容
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洪水のリスク

小規模な川では、局地的・短時間の豪雨で

あっても、川から水が溢れ、付近に浸水被害

をもたらす可能性がある。

その他中小河川

大規模河川

多摩川や鶴見川に想定以上の雨が降り、河川

敷だけでは水量を受け止めきれなくなった

ときに、水があふれたり、堤防が決壊して、

広範囲に浸水被害をもたらす可能性がある。

6

川崎市に起こりうる洪水
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新・洪水ハザードマップ

8

洪水ハザードマップの変更点

新しい洪水ハザードマップ

・浸水が継続する時間、家屋倒壊の危険が
ある区域の想定も追加
・約1000年に1度の洪水をイメージした降雨量

従来の洪水ハザードマップ

・浸水が起こる区域、浸水する深さを想定
・約200年に1度の洪水をイメージした降雨量
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洪水浸水想定区域
（多摩川水系）

浸水継続時間
（多摩川水系）

洪水浸水想定区域
（鶴見川水系）

浸水継続時間
（鶴見川水系）

①洪水ハザードマップの見方

現在想定し得る最大規模
の降雨量

多摩川水系 ５８８ｍｍ
鶴見川水系 ７９２ｍｍ

②洪水ハザードマップの見方
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③洪水ハザードマップの見方

③洪水ハザードマップの見方
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家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）とは・・・
河川の氾濫が発生した場合に、標準的な
木造家屋の流出等の危険性がある区域の
目安を示すものです。

④洪水ハザードマップの見方

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）とは・・・
河岸が侵食された場合に、家屋の倒壊・流出等の
危険性がある区域の目安を示すものです。

⑤洪水ハザードマップの見方
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⑥洪水ハザードマップの見方

⑦洪水ハザードマップの見方
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洪水からの避難

自宅の危険性を正しく理解し、
適切な避難行動をとることが重要です！

① 情報の意味を知っておきましょう

⇒ 大雨警報？避難判断水位？避難勧告？ ・・・

② 正しい情報を入手しましょう

⇒ メールニュースかわさき？緊急速報メール？ ・・・

③ 自宅の状況に応じた避難行動を考えて
おきましょう

⇒ 避難所？自宅の中？ ・・・

河川の氾濫から身を守るために
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出典 気象庁      『気象業務はいま２０１６ 』より抜粋

気象台が発表する気象情報

出典 国土交通省川の防災情報『水位観測所付近の川の断面図』より抜粋

河川の水位に関する情報
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出典 国土交通省川の防災情報『河川の洪水予報と水位の関係』より抜粋・一部加工

「避難指示（緊急）」発表の目安

「避難勧告」発表の目安

「避難準備・高齢者等避難開始」発表
の目安

川崎市の避難情報発表の考え方

河川の水位と避難に関する情報

避難準備・高齢者等避難開始

○ お年寄りや体の不自由な方など、避難に時間を要する方
が、安全に避難するための情報です。

避難勧告

避難指示（緊急）

○ 災害の発生が予想されている地域の方に対し、避難を勧
めるものです。
○ 対象の方は落ち着いて避難を開始してください。

○ 避難勧告よりも強く避難を求めるものです。
○ 対象の地域の方は、ただちに避難してください。

市が発表する避難に関する情報
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洪水からの避難行動の考え方

避難準備･高齢者等避難開始

避難指示（ 緊急）

土砂災害からの避難行動の考え方
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災害時の情報の入手

地震はある日突然に起きる。

風水害は事前に予測できる可能性がある。

風水害は事前に危険
が予測できる

地震と風水害との大きな違い
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正確な情報の入手

気象情報や行政からの情報など、避難する

際の判断に役立つ情報源を、日ごろから

確保しておきましょう。

風水害のときには特に重要に

①防災情報を入手するには
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②防災情報を入手するには

国による緊急速報メールを活用した
洪水情報のプッシュ型配信

「河川氾濫のおそれが
ある（氾濫危険水位に
到達した）情報」
及び「河川氾濫が発生
した情報」を配信
（多摩川・鶴見川では

平成29年5月より）

・避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）等

③防災情報を入手するには
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エリアメール・ 緊急速報メール
（ 200文字制限） メールニュースかわさき

④防災情報を入手するには

⑤防災情報を入手するには
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